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意見交換会の冒頭、関東地方整備局の泊宏局

長は「インフラの整備や維持管理、災害時対応

などを実行していく上では、地域建設業の皆さ

まの協力が不可欠」とし、「地域インフラサポー

トプラン 2017 を準備しており、皆さまの意見

を参考にし、より良い方策を見出すために検討

していきたい」とあいさつしました。

富永幸一県土木部長は「災害に強い県土づく

り、安全安心で快適に暮らせる県土づくりを積

極的に進める」とした上で、「公共工事の品質

確保と地元建設業者の育成確保に配慮した入札

契約制度改革に取り組んでおり、今後とも地域

発展に貢献する県内建設業者の健全な育成を図

りたい」と述べました。

本会からは尾曽正人副会長が「将来の担い手

となる若年者の確保や生産性向上への対応、週

休 2 日制の導入・定着など業界には課題が山積

しており、時代の変化に的確に対応していかな

かればならない。地域建設業が抱える課題をご

理解いただき、業界の安定と発展のため、政策

展開をしていただきたい」と話しました。

続いて、国側が本年度の入札契約、総合評価

の実施方針や建設産業行政の最近の動きなどを

説明。本会は建設ふれあい祭り in 境の取り組み

を紹介しました。

意見交換では、本会が用意した ◆業界の持続

的発展のための補正予算の編成等 ◆地元業者の

受注機会確保 ◆ i-Construction の取り組み ◆

働き方改革（週休 2 日制の定着）－のテーマに

対し国側が回答する形式で討議。

このほか、本会から技術者のモチベーション

向上に向けた、構造物への銘板設置対象工事拡

大などを求めました。

泊関東地方整備局長 富永県土木部長 尾曽副会長

本会は、国土交通省関東地方整備局や茨城県土木部と諸課題について話し合う意見交換会を 9 月
25 日に水戸市緑町の県立青少年会館で開催しました。国側に対し、大型補正予算の早期編成や地元
企業の受注機会確保を要望したほか、i-Construction における人材育成支援や週休 2 日制定着に向け
たコスト増加への適切な対応を求めました。

大型補正の早期編成求める大型補正の早期編成求める大型補正の早期編成求める
関東地方整備局と意見交換会関東地方整備局と意見交換会関東地方整備局と意見交換会
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意見交換の内容

公共事業費予算の継続的な確保

【茨建協】

保証取扱高から見た本年 4～ 8月までの県内累

計請負高が前年度に比べ落ち込んでおり、この状況

が継続するのではないかと危惧している。大型補正

予算の早急な編成と平成 30年度当初予算における

公共事業費の大幅な増額確保、本県への配分増をお

願いします。

【関東地方整備局】

今後は、ストック効果を重視した公共投資により

経済成長を図り、経済再生と財政健全化の双方を実

現するため、必要な公共事業予算を安定的・持続的

に確保するよう努める。補正予算は、政府として編

成の方針を固めたということは承知していない。政

府全体の方針が固まれば、適切に対処していく。

地元業者の受注機会確保

【茨建協】

概略設計での発注案件が多く、施工計画書の作成

に手間暇が掛かる。発注段階で精度の高い設計図書

となるよう改善をお願いしたい。

【関東地方整備局】

概略設計については、赤黄チェックを実施するな

ど、工事発注前に諸条件を確認し、大幅な変更がな

いよう努めている。また、工事着手時には三者会議

を行うなど施工の円滑化に向けた取り組みを進めて

いるので、活用していただきたい。

【茨建協】

県や市町村の工事は受注してすぐに着工できるの

に、国交省の仕事は着手までに時間が掛かる。設計

の精度を高めていただきたい。

i-Construction の取り組み

【茨建協】

群馬県建設業協会が開催している ICT 土工研修の

ような講習会の開催、またはノウハウ提供と開催経

費の一部助成の検討をお願いしたい。

【関東地方整備局】

茨城 i-Construction 推進連絡会および関係部署に

おいても議論し、開催場所や時期、カリキュラムを

含め検討を進めていく。

働き方改革（週休2日制の定着）

【茨建協】

週休 2日制を導入した場合のコスト増加に関し

て、一律ではなく、工事の実態・実績に応じた設計

変更をお願いしたい。

【関東地方整備局】

全国的な内容なので、積算基準を取りまとめてい

る本省関係課に伝える。

受注機会確保と設計精度向上を受注機会確保と設計精度向上を
ＩＣＴ講習や週休２日対応も　本会が要請

書類の簡素化などについて意見を述べる本会執行部
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ブロック会議の冒頭、関東

甲信越地方建設業協会長会の

渡邉勇雄会長は「担い手確保・

働き方改革などに建設業界が

一体となって取り組んでいか

なければならない」と強調し、

建設業を取り巻く課題の対応

へ意気込みを語りました。

続いて、国土交通省関東地

方整備局の泊宏局長が「生産

性を向上し、担い手の確保や

定着につながるような働き改革の取り組みを進

めて行く必要がある。地域インフラサポートプ

ラン 2017 を議論し取りまとめており、プラン

を実行しながら課題に取り組んでいきたい」と

話しました。

全国建設業協会の近藤晴貞会長は「建設産業

政策 2017+10 が 7 月にまとまり、方向性が示さ

れた。地域建設業の健全で安定した経営基盤を

確保していくために、安定的な事業量が切れ目

無く確保されることが重要」と強調しました。

要望には、適正な予定価格および適切な工期

設定、施工平準化や週休 2 日実施工事における

現場管理費などの適正な費用確保、労務単価の

引き上げ、i-Construction による建設生産シス

テ ム 改 善 の

取り組みのほ

か、技術者の

責任感向上や

若年者の入職

促進といった

担い手の確保・

育成への取り組み支援などを盛り込みました。

このうち本会は、建設業における ICT の全面

導入が進む中で、会員企業の人材育成をサポー

トしていくため、測量・施工・検査など全プロ

セスに関わる 3 次元データ作成手法を学ぶ研修

講座を開催する必要性を訴え、講座開設に係る

ノウハウの提供や費用助成などを求めました。

本会を含む関東甲信越地方建設業協会長会は10月 4日、東京都内の経団連会館で開かれた関東甲信越
地方ブロック会議に10項目の要望を提出し、国土交通省と意見を交わしました。その前に開かれた地域
懇談会では「働き方改革や生産性向上を通じた建設産業の担い手確保と地域を支えるインフラの品質確
保」と「地域建設業がその社会的使命をこれからも果たしていくために」をテーマに意見を交換しました。

関東甲信越建協　地域懇談会・ブロック会議
－3次元データ作成講習会開催へ－－－3次元データ作成講習会開催へ－

ノウハウ提供や費用助成を要望ノウハウ提供や費用助成を要望

本会も積極的に要望しました
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本会は 8月 28日に、水戸市の県建設技術研修

センターで「若年者に魅力ある職場づくりセミ

ナー」を開催。会員企業の経営者など約 140 人の

参加者は、賃金等処遇や労働時間・休暇、福利厚

生などの課題への対策や助成金制度について学び

ました。

冒頭、小林伸行副会長は「人材を手放さない、

離職させないことが大事。そのために魅力ある職

場づくりを」とあいさつしました。

セミナーでは、社労士事務所T・E・Nの古川

天代表が、若年者に魅力ある職場とするための具

体策を明示。賃金等処遇に関しては、能力評価制

度の導入やスキルや成果に応じた報酬制度の制定、

賃金テーブルの整備などの必要性を説きました。

続いて、AK経営労務管理事務所の新津充久氏

が、建設労働者確保育成助成金制度と人事評価改

善等助成金の概要や注意点を説明。「面倒くさそ

う、内容が分かりづらいなどの理由から活用しな

い事業者が多いが、まずは実践してみましょう」

と訴えました。

賃金など処遇改善で人材確保を
若者に魅力ある職場づくりセミナー開催

30％超えても設計変更可能
ガイドライン説明会開き認識共有

助成金制度などについても学びました

本会の土木委員会（梅原基弘委員長）は9月5日、

水戸市の県建設技術研修センターにて「県土木部

の設計変更ガイドライン説明会」を開催。会員企

業や県土木部の職員など 250 人が参加しました。

このガイドラインは、これまでの設計変更の手

続きを体系的に整理し、設計変更を適切に行うた

め、受注者・発注者双方の共通の手引書として県

が昨年度に制定しました。

説明会では、県土木部が設計変更の可能なケー

スや手続き方法などについて説明。このうち、見

込み金額が請負代金額の 30%（5000 万円以上 1

億円までは 20%、1億円以上は主管課協議）を超

える場合の設計変更について「一体施工の必要性

から分離発注できないものについては、請負金額

の 30%を超えても設計変更が可能である」と強調

しました。

講義終了後、梅原委員長は「会員企業の方々か

ら、毎年設計変更に伴う質問や課題を生の声とし

ていただいている。この声がガイドラインに盛り

込まれたと思う。各企業の中で、ガイドラインの

周知を徹底し、甲乙円滑に透明性の高い設計変更

に努めていただきたい」と期待を込めました。

設計変更の事例なども示されました
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10 月 5日と6日に開かれた建設業労働災害防止

協会（建災防）の第 54回全国建設業労働災害防止

大会が北海道札幌市内で開催され、全国から4500

人が集まりました。5日には総合集会が催され、6

日には部会の発表会などが行われました。

安全衛生表彰では、常総開発工業㈱の須賀利夫

氏、田口建設工業㈱の田口恵一郎氏、鈴縫工業㈱

の田所広文氏が功績賞を受賞したほか、㈱小倉工

務店、㈱進貢が優良賞の栄に浴しました。おめでと

うございます。ますますのご活躍を祈念いたします。

茨城県の平成 29 年度 10 月補正予算案がまとま

りました。主なものでは、来年度の公共工事の平

準化を図るため、20年ぶりにゼロ債務負担行為（ゼ

ロ県債）を設定しました。設定額は 43 億 5500 万

円です【右表参照】。一般会計に追加する公共事

業費は 44 億 6500 万円で、このうち（仮称）石岡

小美玉スマート IC アクセス道路など 4カ所の道

路改良に 16 億 8200 万円、東関道水戸線などの道

路直轄事業に 10 億 9400 万円を配分しました。

平準化へ20年ぶりゼロ県債平準化へ20年ぶりゼロ県債 歳出予算は公共44億円
茨城県の10月補正予算案

10 月補正予算案 主な事業計画箇所

【国補公共事業】▼道路=14 億 9200 万円（（仮）石
岡小美玉スマートICアクセス道路ほか）▼道路直轄
=10 億 9400 万円（東関道水戸線ほか）▼治水直轄=4
億 5200 万円（鬼怒川ほか）▼港湾直轄=4億 5000 万
円（鹿島港）▼公園=3億 500 万円（洞峰公園ほか）
【県単公共事業】▼道路災害防除=1億 7800 万円（北
茨城大子線ほか）▼河川防災=1億 4000 万円（山口
川ほか）

大会では一層の安全対策徹底を誓い合いました

3名が功績賞、2社が優良賞3名が功績賞、2社が優良賞
建災防全国大会で本会会員が受賞

事項 事業内容 期間 限度額

地方道路整備工事
請負契約

一般国道 245号、東海村白方地内外
6カ所の地方道路整備に係る工事請負
契約を締結する。

平成 30年度 24億円

交通安全施設工事
請負契約

一般県道大賀牛堀線、潮来市島須地内
外1カ所の歩道整備に係る工事請負契
約を締結する。

平成 30年度 3000 万円

橋梁補修工事請負
契約

一般国道 293号、常陸太田市高貫町
地内の七段田橋の橋梁補修に係る工事
請負契約を締結する。

平成 30年度 3000 万円

舗装修繕工事請負
契約

主要地方道茨城岩間線、笠間市安居地
内外3カ所の舗装修繕に係る工事請負
契約を締結する。

平成 30年度 1億円

県単舗装修繕工事
請負契約

主要地方道つくば古河線、八千代町水
口地内外 47カ所の舗装修繕に係る工
事請負契約を締結する。

平成 30年度 7億円

県単道路植栽管理
工事請負契約

道路の植栽管理に係る工事請負契約を
締結する。 平成 30年度 1億

7000 万円
県単道路維持工事
請負契約

道路の路面清掃に係る工事請負契約を
締結する。 平成 30年度 1億円

県単交通安全施設
工事請負契約

道路の交通安全施設に係る工事請負契
約を締結する。 平成 30年度 3000 万円

県単水辺空間づく
り河川整備事業工
事請負契約

一級河川前川、潮来市潮来地先の河川
堤防護岸の修景に係る工事請負契約を
締結する。

平成 30年度 450 万円

県単砂防工事請負
契約

峰岸川、北茨城市磯原町大塚地先の砂
防に係る工事請負契約を締結する。 平成 30年度 4000 万円

港湾建設工事請負
契約

茨城港日立港区の防波堤建設に係る工
事請負契約を締結する。 平成 30年度 3億

7000 万円
県単港湾整備工事
請負契約

鹿島港の浚渫に係る工事請負契約を締
結する。 平成 30年度 3000 万円

街路改良工事費用
負担契約

都市計画道路水戸駅平須線、水戸市常
磐町地内の梅戸橋の街路改良工事に係
る費用負担について、東日本旅客鉄道
株式会社水戸支社長と契約を締結する。

自 平成 30年度
至 平成 32年度 6 億円

街路改良工事請負
契約

都市計画道路十王北通り線、日立市十
王町伊師本郷地内の街路改良に係る工
事請負契約を締結する。

平成 30年度 3億
2000 万円

県単公園事業工事
請負契約

大子広域公園内の施設の補修に係る工
事請負契約を締結する。 平成 30年度 3000 万円

債務負担行為一覧  [ 一般会計 ] （新規）  
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会員の動向
〈代表者変更〉

▽水戸支部
　六美建設㈱　　清水 　正美  →  清水　愼一

▽筑西支部
　玉造建設㈱　　玉造 良一郎  →  玉造　　茂

ちょっと一言

夜、車を赤信号で止めた時、後ろのヘッド
ライトを見ると、車にもいろいろな表情があ
ることがわかる。目と眉がキリッとして、熊
と相撲を取って踏ん張っている金太郎さんの
ような凛々しい顔。やはりキリッとして、理
知的でクールな感じのハンサムボーイ。丸み
を帯びた、ちょっと可愛らしいひょうきん者。
いろいろな顔があるが、帰り道にお気に入り
の顔に会うと嬉しくなる。今度はどんな新し
い顔に出会えるか楽しみである。　　　（A）

安全衛生大会で
災害ゼロを誓う
安全衛生大会で
災害ゼロを誓う

鉾田支部
活動報告
鉾田支部
活動報告

鉾田支部（羽生義隆支部長）による安全衛生大
会が 9月 5日に同支部開館で開催され、鹿嶋労働
基準監督署や、県鉾田警察署による講演が行われ
たほか、安全スローガンを唱和し、参加者全員で
労働災害撲滅を誓い合いました。来賓祝辞では、
県鉾田工事事務所の川﨑正博所長が「事故の未然
防止には、一人一人の高い意識が大切」とあいさ
つしました。

ＢＣＰのポイント学ぶ
4会場で130人参加

本会は、9月 21 ～ 29 日にかけて BCP（事業継
続計画）策定に係る説明会を開催しました。県土
木部が平成 30 年度の総合評価ガイドライン改正
時に評価項目「災害時の基礎的事業継続力（BCP）
の認定」の追加を検討していることもあり、潮
来・土浦・常総・水戸の 4会場で計 130 人が参加。
BCP作成に取り組む際のポイントを学びました。

ＰＣ業務のコツ習得ＰＣ業務のコツ習得
スキルチェックセミナー開催

本会は、県建設産業団体連合会と合同で「電子
納品Windows スキルチェックセミナー」を開催
し、8月 29 日～ 9月 1日の 4日間で約 50人が参加。
Windows10 の基本設定から、電子納品をスムーズ
に行うための現場データ管理方法、クラウドサー
ビスの活用まで、効率の良い PC業務のコツを習
得しました。

－ 7 －

茨 建 協 ニ ュ ー ス第579号  平成29年10月15日



－ 8 －

茨 建 協 ニ ュ ー ス第579号  平成29年10月15日


	P1 表紙
	P2 大型補正の早期編成求める
	P3 受注機会確保と設計精度向上を
	P4 ノウハウ提供や費用助成を要望本会も積極的に要望しました－ 4
	P5
	賃金など処遇改善で人材確保を
	30％超えても設計変更可能

	P6
	平準化へ20 年ぶりゼロ県債
	3名が功績賞、2社が優良賞

	P7
	ＢＣＰのポイント学ぶ
	鉾田支部活動報告
	ＰＣ業務のコツ習得
	会員の動向
	ちょっと一言

	P8 建設フェスタ


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Distiller_5)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 96
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 96
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Distiller_5)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


